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　高架橋の上部に付帯する旅客上家は，高架橋と連成し
た振動挙動を示す。上家は高架橋と比較して重量が小さ
いため，地震時の応答加速度は高架橋に対し増幅し，地
平に設置する場合よりも大きな地震力を受けることが予
想される。しかし，上家は，建築基準法上は建築物から
除外されており，高架橋の影響を考慮した設計用地震力
などの規定がない。また，実態としては高架橋を土木構
造物，上家を建築物として別々に設計することが一般的
である。
　そこで，まず高架橋に付帯する旅客上家の事例調査を
行い，設計用地震力やそれに対する変形制限などの設計
目標性能（クライテリア）の実態を把握した。次に常時
微動の現地調査から高架橋－上家連成系の振動特性を確
認するとともに，地震応答解析により上家の構造形式や
構造特性の違いが応答性状に及ぼす影響について把握し
た。以上の調査，解析結果等に基づき，高架橋に付帯す
る旅客上家の新たな構造設計法（図）を提案した。
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図　高架橋上旅客上家の構造設計フロー概要
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